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 The purpose of this study is to clarify the effect of forest structure on seed dispersal pattern by birds.  We 
investigated it in the Tottori University Forest at Koyama in Tottori city from May 2010 to November 2011. 
We used 54 seed traps to capture seed fall.  In addition, we observed birds and measured the foliage density 
of each layer of the forest.  The results of spring and autumn of each year suggested that differences of the 
distribution of the individual tree's fruition in each season and year affected the distribution of bird disper-
sal seeds most.  In addition, in spring, breeding season of birds, there were many bird dispersion seeds be-
neath tall trees that could be song posts of birds.  Therefor, it was revealed that the different forest structure 
affected the unevenness distribution of bird dispersal seeds.






























が明らかとなっている（Hoppes 1988, Masaki et 































0.25 ～ 1.0 mm の砂土であり，標高 3 ～ 28 m，海
岸から 0.5 ～ 1 km 内陸側に入った場所にある．年












大学農学部附属演習林 2002）．本研究では図 1 に
示す南側の太線で囲んだ約 1.8 ha の範囲で調査を








　2010 年 5 月に 54 個のシードトラップを調査地
に設置し，鳥類によって種子が散布される鳥被食散
布型植物の種子を採取した．シードトラップの構
造は開口部面積が 0.5 m2 の円錐形になるように園
芸用のワイヤーで枠を作り，枠に白色の寒冷紗を巻
き付けたもので，開口部が地面から 1 m の高さに
なるように設置した．シードトラップは調査対象
地の形状に合わせて東西方向に 15 m 間隔で 11 本
のラインを設定し，1 ラインつき 15 m 間隔で 5 個
設置した．ラインは北から A ～ L とし，それぞれ
のシードトラップは東からⅰ～ⅴの番号をつけて
区別した（図 1）．ただし K ラインと L ラインは林
分の形状のため，K は東からⅰ～ⅲ，L はⅰのみで
あった．
　トラップの内容物は 2010 年 5 ～ 12 月と 2011
年 4 ～ 11 月にそれぞれの期間において回収した．








　2010 年 6 ～ 12 月と 2011 年 4 ～ 11 月に，シー
ドトラップの回収時期と合わせて調査地に出現し
た鳥類の観察を行った．観察方法は 2010 年 5 ～
12 月はシードトラップを設置した場所から任意の
場所を選定し，その場所に飛来した個体を観察す













は日の出から 4 時間以内，ラインセンサス法では 3
時間以内に行った．
⑶ 森林構造の調査
　2010 年の 10 月に森林内の部分的な階層構造の
違いを把握するため，それぞれのシードトラップを
中心に 5 m × 5 m の方形区を 54 個設定した．方






また，地面～ 1.0 m を草本層，1.1 ～ 5.0 m を低木層，
5.1 ～ 9.0 m を亜高木層，9.1 m 以上を高木層とし，













0.33，「中」＝ 0.67，「密」＝ 1.0 とし，次式に代入











種子数を示す．2010 年と 2011 年の両年のデータ
が揃う 5 ～ 11 月において，2010 年は不明種 7 種
森林の構造と鳥類による種子散布の不均一性4
を含む 32 種 1740 個の鳥散布種子と 3,808 個の自
然落下種子が採取された．2011 年は不明種 3 種を










が，鳥散布種子は 2010 年 6 月にハゼノキの種子が
4 個だけ採取されたのみでほとんど採取されなかっ
た．図 2 に 2 年間の 5 ～ 11 月の鳥散布種子数の推
移を示す．2010 年の 7 月分については 8 月分と同
時に 8 月に回収した．両年において 5 月から 6 月
で鳥散布種子数が多くなり，7 月に一時的に種子数
が減少したが 8 月から再び増加し始める傾向があ
った . また，7･8･9 月に採取された植物種子はほと
んどが 10･11 月においても確認された．2011 年は
11 月の鳥散布種子数がとても少なかった．これ以
下の結果については，主な鳥類の繁殖期にあたる
5･6 月を春，非繁殖期にあたる 10･11 月を秋とし
て 2 つの季節に着目して解析を行った．










　春において 54 ヶ所中 2010 年は 26 ヶ所，2011
年は 21 ヶ所で鳥散布種子が確認された．それぞれ
の年で鳥散布種子数の多かった順に 5 ヶ所をみる
と，2010 年は E- ⅰ，C- ⅱ，G- ⅱ，F- ⅲ，F- ⅱ，
2011 年は E- ⅰ，F- ⅲ，I- ⅴ，G- ⅱ，J- ⅳであった．
両年とも E- ⅰで鳥散布種子と自然落下種子が最も
多く，F- ⅲで共通して鳥散布種子数が多かった．
秋において 54 ヶ所中 2010 年は 48 ヶ所，2011 年
は 21 ヶ所で鳥散布種子が確認された．秋は春より
も確認された場所が多かったため，鳥散布種子数が
多かった順に 10 ヶ所をみると 2010 年は L- ⅰ，J-
ⅳ，F- ⅱ，J- ⅰ，I- ⅲ，K- ⅲ，I- ⅳ，H- ⅲ，A- ⅰ，
H- ⅳとなり，H ～ L ラインにかけて多い傾向を示
した．2011 年は I- ⅲ，L- ⅰ，C- ⅰ，D- ⅳ，A- ⅰ，
F- ⅰ，I- ⅳ，E- ⅲ，A- ⅳ，F- ⅲとなり，2010 年
に比べて集中性はみられなかった．両年で共通し
て鳥散布種子数が多かったのは A- ⅰ，I- ⅲ，I- ⅳ，
L- ⅰだった．
2. 観察された鳥類種と利用階層






























ロ，シロハラ，ジョウビタキは 2010 年では 11 月
に確認されたが，2011 年では 11 月までに確認さ
れず，カシラダカは 2010 年では確認されなかった．
旅鳥のマミチャジナイは，2011 年に 1 回だけしか
観察されなかった．




























れた．G ～ L ラインまでの低木層に多かった樹種
はイボタノキであった．低木層に占めるイボタノ
キの本数割合は A ～ E ラインでは 0 ～ 10% 程度で，
F ラインで 43.6%，G ラインで 21.4%，H ラインで
25.9%，I ラインで 38.5%，J ラインで 66.1%，K ラ
インで 73.8%，L ラインで 71.4% となった．F ライ
ンは部分的に繁茂した場所があったが，G ～ L ラ
インではほとんどの場所でイボタノキが出現して
おり，2010 年の秋に鳥散布種子数が多かった上位











ットは，2010 年と 2011 年の春を比較すると，27
ヶ所から 22 ヶ所に減少した．また，樹木が亜高木




　2010 年と 2011 年のそれぞれの年で春と秋に季
節を分け，FLD を説明変数，鳥散布種子数を目的
変数として単回帰分析を行った．2010 年秋で正の
相関，2011 年春でも正の相関が 5% 水準で認めら
れたが（P ＝ 0.0447，P ＝ 0.0313），いずれも決定
係数 R2 は 0.0753 と 0.0860 となり，FLD と鳥散
布種子数の関係性は 8% と 9% しか説明されなかっ
た．2010 年春と 2011 年秋では 5% 水準で有意性




行った結果を示す．2010 年春では決定係数 R2 は
0.7881（P ＜ 0.0001）となり，自然落下種子数（P ＜
0.0001）と高木層の密度（P ＝ 0.0133）で有意な
正の相関が認められた．2011 年春においても，決
定係数 R2 は 0.4541 （P ＜ 0.0001）であったが，
亜高木層の密度（P ＜ 0.0001）と自然落下種子数
（P ＝ 0.0036）で正の相関，高木層の密度（P ＝ 
0.0419）に負の相関が認められた．
　一方で，2010 年秋と 2011 年秋では，それぞれ
自然落下種子数で有意な正の相関が認められたが
（P ＝ 0.0018，P ＜ 0.0001），決定係数 R2 と全体
の P 値はそれぞれ 0.2046，P ＝ 0.0062 と 0.3627，


















て 2010 年には確認されたが，2011 年には確認さ






































する傾向がある（真鍋ほか 1993; 中西 1994）．鳥
散布種子数が多くなる場所として，真鍋ほか（1993）










れた（表 5）．2010 年と 2011 年を比較すると，鳥
散布種子数が多かった上位 10 ヶ所の分布が異なっ
ていた（図 4）．2011 年は 2010 年に比べ全体的に
採取された種子数が減少したが，中でもイボタノ
キの採取種子数の違いが顕著であった（表 1）．イ
ボタノキは 10 月頃から熟し始める種である（叶内 
2006）が，2011 年には 11 月でもほとんど成熟し
た果実が採取されなかった．2010 年はイボタノキ





　春においては 2010 年と 2011 年の両年で鳥散布
種子数が多かった E- ⅰ，F- ⅲ，G- ⅱは樹冠が大き
く，結実量の多いヤマザクラの樹冠下であった（図







2010 年の C- ⅱと F- ⅱでは周辺で結実個体が確認
されなかったが，この時期の中では 2 番目と 5 番
目に鳥散布種子数が多かった（図 3）．また，2011
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